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るにつれて，欠席も多くなり，カンニングの露見によって中学を退学。明治 35 年 10 月，文学的成
功を夢見て上京し，鉄幹・晶子夫妻の知遇を得るが，挫折して帰郷した。
明治 37 年 12 月，父の一禎が宗費滞納により住職を罷免され，一家の流転生活が始まる。翌 38 年
5 月 3 日には若干 19 歳で詩集『あこがれ』を刊行し，節子と結婚。渋民村で小学校の代用教員をつ
とめた後，明治 40 年 5 月，新天地を求めて函館に渡り，宮崎郁雨ら苜蓿社同人らと親しく交わった
が，函館の大火により，生活の糧を求めて新聞記者として札幌・小樽・釧路を転々とする。
41 年 4 月，小説家としての成功を期して 3 度目の単身上京するが，小説は売れず，友人金田一京
助らの援助によって借金生活を送る。家族が上京してますます苦境に陥るが，明治 42 年 3 月，朝日
新聞社に校正係として採用され，翌 43 年 9 月には朝日歌壇の選者にも抜擢される。この年 12 月 1 日，
『一握の砂』刊行。二葉亭四迷全集の校正などによる過労もたたり，肺結核となって闘病生活を送るも，





言うことが可能であろう。啄木短歌における「友」は，『一握の砂』（全 551 首）に 53 首（54 例），『悲
しき玩具』（全 195 首）に 4 首，計 57 首（58 例）見られる。前者は，更に細分すると，「我を愛す
る歌」に 9 首，「煙 一」に 12 首，「煙 二」に 4 首，「秋風のこころよさに」に 1 首，「忘れがたき人
人 一」に 21 首，「忘れがたき人人 二」に 1 首，「手套を脱ぐ時」に 5 首となり，全首に対して約 1
割余を占めており，これは決して少ない数量ではないだろう。「我を愛する歌」の ｢友｣ は，主とし
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て東京時代の ｢友｣ であり，「煙 一」の ｢友｣ は盛岡中学校時代の ｢友｣，「煙 二」は渋民村の ｢友｣，
「忘れがたき人人」の ｢友｣ は北海道時代の ｢友｣，「手套を脱ぐ時」及び『悲しき玩具』の ｢友｣ は，































































このように歌われた ｢友｣ は，あえて分類すれば，現実の ｢友｣ 53 首，比喩としての ｢友｣ 2 首，
その他 2 首に分けることができ，現実の ｢友｣ の一部は，仮託の ｢友｣ とも考えられるものである。
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現実の ｢友｣ の多くは，過去の時間のなかで出逢った ｢友｣ を，後の作歌時点で回想するものであ
り（「煙」の数首と「忘れがたき人人」の作が該当し，全体の約半数を占めている），一定の時間の経過，
いわば心と記憶の濾過作用を経たものとなっている。他は現在，または現在に近い過去の時点で歌っ
たものである。ちなみに，作歌時点や発表された初出時点を見ると，明治 41・42 年の各 1 首，明治
44 年の『悲しき玩具』4 首を除くと，他の 51 首は全て明治 43 年 3 月〜 11 月の作であり，このうち『一
握の砂』初出歌が 20 首を占める。
現実の ｢友｣ の約半数は，「我」（啄木）と ｢友｣ との関係性において歌われており，46 修辞上の順
序から言えば，「我」と関わりし ｢友｣（のその後，または今），「友」との関わりにおける「我」となる。
これらの他は，具体的な関わりを明示しない，いわば啄木による一方的な観察，評価ともいうべき「我」





ると，57 首の約 3 分の 2 に ｢我｣ が関与している。つまり，啄木の ｢友｣ の歌の多くは，｢我｣ の







まず，現実の ｢友｣ の回想歌のうち，渋民小学校時代の ｢友｣。
218　小学の首席を我と争ひし
　　  友のいとなむ































始まり，友に打ち明けたのは中学 3 年生の時であろうという。後年の作「431 しみじみと／物うち
語る友もあれ／君のことなど語り出でなむ」と通じるものがあるが，431 では，心の通う ｢友｣ が
あれば，心に思う人である君（橘千恵子）のことなどを語りたい，とあり，そうした ｢友｣ はもは
や仮定形の存在となっている。




































これらは，函館時代（明治 40 年 5 月 5 日〜 9 月 13 日），文学結社である苜蓿社同人の ｢友｣ であ
る。純情な ｢友｣，ストイックな ｢友｣，真に尊敬に値する ｢友｣，年上の ｢友｣，子だくさんの ｢友｣
らが歌われている。今井・岩城によれば，310・312 の ｢友｣ は岩崎正（白鯨）で，大正 3 年に未婚
のまま肺結核により亡くなっている。324 は苜蓿社のリーダー大島経男（流人）。日高山中に隠棲し
てしまった敬虔なクリスチャン。木股は，「自我にとらわれて苦しむこの歌集の主人公とは対照的な



















生の哀愁を啄木は函館の ｢友｣ と共にし，自らの影を彼らの姿に見て歌にした，という。54   次の作は，


























東）排斥運動のなかで敵対した事務長の小林寅吉と考証されているが，近藤典彦は 348 の ｢友｣ は
岩泉派の社員，352 の ｢友｣ は岩泉本人とする。56   敵対した相手も，時間の経過のなかで ｢友｣ と
して回想されている。憎みし ｢友｣ との和解という点では，「506　ゆゑもなく憎みし友と／いつし
かに親しくなりて／秋の暮れゆく」という類似の歌もある。





















354 には辺土に流転する ｢友｣ の姿――当時の啄木もそうした人間の一人であったが――が描かれ
ている。岩城によれば，モデルは小樽日報の主筆となり，花園町の啄木の家に同居していた沢田信






今井・岩城によれば函館日々新聞主筆の齋藤哲郎（大硯）。359 の ｢友｣ も同様であり，詐欺師でも
ある。しかし，こうした ｢友｣ を，啄木は非難しているのでもなく，怪しんでとがめているわけで





















これらの ｢友｣ は，啄木最晩年に詠じられたものであり，今井・岩城らによって 533 は北原白秋，
187 は郁雨と考証されている。146 はおそらく金田一京助や土岐哀果らであろう。533 には思いがけ
ず公園で久しぶりに再会した白秋に日頃胸にたまっていた（文学や革命に対する）思いや考えを語
る歓びが，146 には病床にある最晩年の社会主義への傾倒を悲しむ ｢友｣ や妻が，そして 187 には
死を目前にして受けた ｢友｣ の情け（援助）への感謝と，自分では為すすべのない自己への憐憫が
歌われている。　
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ちなみに，啄木の歌集内短歌には，以下のごとく「みな（皆）」が 10 例（『一握の砂』に 8 例，『悲










































想録に，啄木は上京に失敗して帰郷した明治 36 年 5 月のある日，大きな山桜の枝を折り取って帰り，
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　　　　　（五）















   猫のまねなどして笑ふ

















　　  よろこびをもて水の音聴く　　　「煙 二」
377　寂寞を敵とし友とし
　　  雪のなかに












歌のなかにも以下のような ｢友｣ の歌がある。今，清水卯之助編『編年石川啄木全歌集』70 に拠っ
て記す（仮に通し番号を付す）。
1　花枯れの友の世多き黄昏を天なる蝶の羽ぞ羨みし（秋音出笛語　明治 35 年 11 月 4 日）
2　起てよ友，風の夕の百合折れぬかくてぞ秋は京に入りぬる（同上　明治 35 年 11 月 5 日）
3　詩の袖に琴の細緒に幸しらず悟りて暗に消えにし友や（同上）
4　 蓬踏みて叫ばむ友の野にありや，燃ゆる焔の，夕雲の秋。（盛岡中学校校友会雑誌十二月号〔明
　治 35 年 12 月 1 日〕第五号）　
5　 秋の牧さびしきに居て物言はず人をたのまぬ友たづねける（小樽日報　明治 40 年 11 月 7 日 
　「藻しほ草」新人生）
6　 わが友はいたく煙草をたしなめど銭の無き日は仮寝ぞする（歌稿ノート　明治 41 年 6 月 14 日
　暇ナ時）
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7　 いとけなき日の我友は今も猶したしき如く我に物言ふ（歌稿ノート　明治 41 年 6 月 25 日　暇
　ナ時）
8　 わが友は北の浜辺の砂山の浜茄子の根に死にてありき（歌稿ノート　明治 41 年 6 月 25 日　暇
　ナ時）
9　 我を見て憐むごとき眼ざしをせざる友なし笑ひてあれど（歌稿ノート　明治 41 年 8 月 27 日）
10　酒 に浸り女と眠りたまたまは町に出て来る友にも飽きぬ（スバル　明治 42 年 5 月 1 日　5 月
号　莫復問）
11　友 は皆アカデミ出て八方に散れり誰先づ名をば挙ぐらむ（スバル　明治 42 年 5 月 1 日　5 月
号　莫復問）
12　二 元二元猶説き得ずば三元を立つる意気込賢き友かな（スバル　明治 42 年 5 月 1 日 5 月号 
莫復問）
13　気 の腐る時ふり起す反逆心日記に向いて友をののしる（スバル　明治 42 年 5 月 1 日 5 月号 
莫復問）
14　善 根の友に交りみな飽きて辻の巡査に話しに行く（スバル　明治 42 年 5 月 1 日　5 月号　莫
復問）
15　た ゞ 軽く笑ひ捨てたる其昔の友の言葉の此頃身に沁む（東京毎日新聞　明治 43 年 3 月 23 日
　「薄れゆく日影」）
16　語 る毎さびしくなりし独身の友も娶りぬ少し安んず（東京毎日新聞　明治 43 年 3 月 23 日　「薄
れゆく日影」
17　 わ が手とりかすかに笑みて死にし友その妹も病むと今日きく（歌稿ノート　明治 43 年 10 月
13 日）
18　 あ たらしき明日の来るを信ずてふ／友の言葉をかなしみて聞く（早稲田文学　明治 44 年 1 月
1 日　1 月号　第 62 号）
19　 哀 れなる物語かなわが友の老いたる父が家出せしとふ（断片〔明治 44 年日付不明〕創作ノー
トより）
これら啄木自身によって選外とされた ｢友｣ の歌にも，様々な ｢友｣ が歌われている。孤独に耐
える ｢友｣，煙草好きな貧しい ｢友｣，友情の経年変化に無頓着な ｢友｣，我を憐憫する ｢友｣，無頼
的な「友」，善根の ｢友｣，若くして死にし ｢友｣，新しき未来を信じる ｢友｣，等々。これら歌集外
の作は，1 〜 4 のやや意味不明な習作など一部を除いて，歌集内歌の ｢友｣ と優劣はつけがたいよう
に思われる。殊に 7・13 の作などには，｢友｣ や「友情」に対するシニカルな観察が隠されていよう。
また，10 の「友」は吉井勇，16 の「友」は金田一京助と思われるが，6・12・17・18 の「友」は啄
木自身とも見なしうる作であり，11 には ｢友｣ の行く末への関心が示されていて，歌集内歌 196 と
同工異曲である。（また，歌集内歌 99・107 と通じるものとして，「我がどちはいかに磨けど光らざ
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る玉を磨けり月に日にけに」〔歌稿ノート　明治 41 年 7 月 16 日　暇ナ時〕という歌もある。）この
























啄木短歌の ｢友｣ は，たとえば鉄幹短歌の ｢友｣ と異なって，単一，単純ではない。それは，｢
友」をみつめるまなざしが，たとえば鉄幹と啄木とでは異なるからである。鉄幹の ｢友｣ の多くは，














する伝統和歌における ｢友｣ の歌は，主として，不在・非在の ｢友｣ への希求と嘆き，自然の景物

























啄木の ｢友｣ の歌は，期せずしてこうした近代社会の産物としての ｢友｣「友情」を反映したもの
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……「人みな」などをみると，啄木にとって ｢友｣ と ｢友みな｣ 間の区別がきわめてばくぜんとしているらしいこと
に気がつく。」（168 〜 169 頁）「｢友｣ と ｢友みな｣ の差が啄木にとって厳密でないのは当然である。……読者である
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63 　木股は，「世俗的栄達よりも妻との親和という日常の方が価値があるという思想の表明の歌と理解したい」（50 頁）
とし，岩城は，「自分と共に悲運の道を歩んだ妻に対する労りもこめられていると見るべきであろう」という。




合こそ仮定するにふさわしい花とする（129 〜 134 頁）。思うに，この花は妻と記憶を共有するふるさとに咲いてい
た花なのかもしれない。
65　三浦光子『兄啄木の思い出』（理論社，1964 年 10 月，41 〜 42 頁），参照。
66　注 58 所掲書「石川啄木」（70 頁），参照。
67 　啄木と節子の夫婦関係については，上田博『石川啄木　抒情と思想』「Ⅰ短歌・〈いのちの光景〉夫婦の情景」（三一
書房，1994 年 3 月，177 〜 195 頁）に優れた考察がある。
68　洋々社，1974 年 10 月，252 〜 261 頁。　
69　坪内祐三『探訪記者 松崎天民』（筑摩書房，2011 年 12 月，146 頁），参照。
70　短歌新聞社，1986 年 4 月。
71 　啄木の短い一生が，いかに定住と移動のくりかえし，旅の連続であったかということについては，注 54 所掲の田
中礼『論攷 石川啄木』「第五章　旅」（91 〜 94 頁）に詳しく考察されている。
72 　啄木にとって ｢友｣ は自分の前の鏡であり，｢友｣ を通して映し出された自分を見ている，という考え方については，
上田博『石川啄木歌集全歌鑑賞』に「人は…性格とか内面的なものなど外から目に見ることのできぬものは「人のふ
り」が鏡になる。人のふるまいにいろいろな感情が動くのは，反照するものが人の内部にあるからである。」（95 番歌）











○ 注 3 の「蝶」を詠じた和歌に関しては，竹下豊「大江匡房「胡蝶の夢」の歌一首」（『和歌文学大系 34』「月報 29」，
明治書院，2006 年 9 月）も参照。
○注 10 を注 8 に，注 8 を注 9 に，注 9 を注 10 に訂正。
○『万葉集』の解釈については，以下の諸書を参照。
　◇ 窪田空穂『万葉集評釈 1 〜 7』（『窪田空穂全集』13 〜 19　角川書店，1966 年 1 月〜 1967 年 3 月）
　◇折口信夫『口訳万葉集 上下』（『折口信夫全集』9・10　中央公論社， 1995 年 10 月）
　◇小島憲之ほか校注・訳『万葉集 1 〜 4』（小学館，1982 年 11 月〜 1985 年 10 月） 
　◇中西進『万葉集　全訳注原文付』（講談社，1984 年 9 月） 
　◇伊藤博『萬葉集釋注 1 〜 11』（集英社，1995 年 11 月〜 1999 年 3 月） 
　◇多田一臣『万葉集全解 1 〜 7』（筑摩書房，2009 年 3 月〜 2010 年 3 月）
○西行の伝記については以下の諸書を参照。
　◇目崎徳衛『西行』（〈人物叢書〉吉川弘文館，1980 年 3 月） 
　◇有吉保『西行　花の下にて春死なん』（集英社，1985 年 2 月） 
　◇高橋英夫『西行』（岩波新書，1993 年 4 月）   
○ 良寛の伝記については，吉野秀雄『良寛』（ちくま学芸文庫，1993 年 12 月），松本市壽編『良寛　旅と人生』（角川ソフィ
ア文庫，2009 年 4 月）を参照。
○ 橘曙覧の伝記については，注（15）所掲書の「解説」の他に，辻森秀英「橘曙覧伝とその作品」（『新修橘曙覧全集』
1983 年 5 月，所収）も参照。　
前稿（中）：
○  321 頁 12 行目：鉄幹の歌には，→　鉄幹の歌には，
○ 注 21 の真下飛泉については，宮本正章『真下飛泉　その生涯と作品』「三，関西青年文学会・新詩社同人となる，四，
叙事唱歌「戦友」の誕生」（創元社，1989 年 2 月，29 〜 84 頁），佐々木正昭『真下飛泉とその時代』「四，『出征』『戦友』
等，言文一致唱歌について」（日本図書センター，1989 年 10 月，279 〜 292 頁），小関和弘「こゝは「御国」……？
――真下飛泉「戦友」をめぐって――」（『日本文学』第 47 巻 12 号，1998 年 12 月，40 〜 44 頁），参照。
○ 注 31 の山川登美子については，『定本　与謝野晶子全集』第 2 巻「解説」「十五　山川登美子の死」（木俣修）（講談社，
1980 年 2 月，462 〜 466 頁），今野寿美編『山川登美子歌集』（岩波文庫，2011 年 12 月）も参照。
○ 注 38 の樋口一葉の和歌については，新間進一「歌人としての一葉」（『樋口一葉全集』第 4 巻上「附録」，1981 年 12 月）
も参照。  
［付記］
　小稿は，本学教育学部複合文化学科の 2009 〜 2011 年度「複合文化学の見取図」（リレー講義）において担当した，〈複
合文化学としての日・中比較詩学― ｢友｣ の諸相〉における日本文学関連の資料をまとめたものである。
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